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１．概要（Summary） 

金属ナノ粒子の生成法の一つとしてレーザー創成

が挙げられるが、レーザー創成では微小粒径のナノ粒

子(一次粒子)のみならず、数は少ないが数 10 nm~数

100 nm のナノ粒子(二次粒子)も同時に生成される。

したがって、レーザー創成ナノ粒子の均質性を改善す

るにはレーザー創成後に低フルエンスのレーザーを

照射し、ナノ粒子を微細化することが重要である。一

般に、レーザー－ナノ粒子相互作用は、フラットトッ

プまたはガウシアン型の空間形状を持つビームを用

いることによって最大化されると信じられているが、

我々は拡散ビームを用いるとナノ粒子の微細化効率

が向上することを発見した。 

 本実験では、同等のパルスエネルギーを持つフラッ

トトップ(normal)と拡散(diffused)ビームを100nm径

の銀ナノ粒子コロイドに照射した後の銀ナノ粒子の

粒径分布をナノハブ拠点のゼータ電位・粒径測定シス

テムで比較測定した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ゼータ電位・粒径測定システム 

【実験方法】 

100nm 径の銀ナノ粒子コロイドに空間形状が異なる波

長 532 nmのレーザーを 10Hzで 10分間照射した後の

ナノ粒子の粒径分布をゼータ電位・粒径測定システム

で分析した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1(a)に示したように、レーザー照射前後の消光ス

ペクトルの比較から、拡散ビームを用いた場合にはフラッ

トトップビームを用いた場合よりもはるかに高効率でナノ

粒子の微細化が起こっていることが確認できる。しかし、

レーザー照射後の粒径分布をゼータ電位・粒径測定シ

ステムで計測した Fig. 1(b)-(d)の結果からはこの事実

は確認できない。これは、散乱強度が小さなナノ粒子

と数は少ないがはるかに大きな散乱強度を持つ大き

なナノ粒子が共存している状況下では、本研究で用い

たレーザー散乱に基づく粒径分布測定はうまく機能しな

いことを示唆している。 
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Fig. 1 (a) extinction spectra and (b)-(d) 

particle size distributions of initially 100 nm 

Ag nanoparticles. In (c) and (d) nanoparticles 

are irradiated by normal and diffused beams 

for 10 min at 10 Hz. 
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